
墾
黒
童
整

『備
後
の
式
内
社
』

平
田
恵
彦

★

式

内

社

と

は

一
般
に

「
し
き
な
い
し
ゃ
」
と
読
む
が
、

「
し
き
だ
い
し
ゃ
」
と
も
い
う
。
ま
た

「式
社
」
と
表
記

す
る
こ
と
も
あ
る
。
式
内
社
は

『
延
喜
式
』
神
名
帳

の
条
に
表
記
さ
れ
て
い
る
神
社

の
こ
と
で
、
全
国

に
三

一
三
二
座

（祭
神
数
）

。
二
八
六

一
社

（神
社
数
）
あ
る
．

神
祇
官
の
掌
る
官
幣
社
と
国
司
が
掌
る
国
幣
社
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
大
社

・
小
社

が
あ

っ
て
、
社
格
に
応
じ
て
あ
ず
か
る
祭
、
幣
品

の
数
量
や
品
目
に
差
異
が
あ
る
。
明
治
時
代
の
神
社

制
度

の
社
格
確
定
の
史
的
基
準
と
な

っ
た
。

官
幣
大
社
は
西
海
道
以
外
の
諸
道
に
あ
り
、
三
〇
四
座
を
数
え
る
。
官
幣
小
社
は
四
三
二
座
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
畿
内
に
限
ら
れ
、
国
幣
社
は
大
社

・
小
社
と
も
畿
内
に
は
な
い
。
国
幣
小
社
は
三
二
〇
七
座

あ
り
、
式
内
社
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
る
。

『
延
喜
式
』
臨
時
祭

の
条
に
は
、
大
社
の
う
ち
名
神
祭

に
あ
ず
か
る
神
社

（名
神
大
社
）
と
し
て
二
八
五
座

（
二
〇
三
社
）
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
う
ち
官
幣
社

は

一
二
七
座
で
あ
る
。

式
内
社
は
約
千
百
年
の
年
月
を
経
て
い
る
た
め
に
そ
の
所
在
地
が
変
わ

っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
現

在
地
と
旧
所
在
地
が
異
な
る
場
合
、
旧
所
在
地
に
な
ん
ら
か
の
標
識
が
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
何
も
場

合
も
多
い
し
、
旧
所
在
地
が
ど
こ
だ

っ
た
の
か
も
分
か
ら
な
い
場
合
も
多
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ま

っ

た
く
行
方
不
明
の
式
内
社
も
相
当
数
に
の
ぼ
る
。
こ
の
よ
う
な
式
内
社
を

「
廃
絶
社
」
と
い
う
が
、
こ

の
こ
の
廃
絶
社
に
つ
い
て
旧
所
在
地
を
探
す

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

※
明
治
新
政
府
に
よ

っ
て
、
戦
前
ま
で

「
神
宮

（伊
勢
神
宮
）
」
の
ほ
か

「官
幣
大
社

・
中
社

・
小
社
」

「
別
格
官
幣
社
」

「
国
幣
大
社

・
中
社

・
小
社
」

「府
県
社

「郷
社
」

「
村
社
」

「無
格
社
」
等
が
新

た
に
規
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の

「官
幣
」

「
国
幣
」

「
大
社
」

「
小
社
」
は
式
内
社
と
必
ず
し
も

一

致
し
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ
Ψ
ハ
　
『
郡
泄
吉
言

＋
λ

』

「式
」
と
は
律
令
法
の
施
行
細
則
を
集
成
し
た
法
典
の
こ
と
。

『
弘
仁
式
』

『
貞
観
式
』

『
延
喜
式
』

の
い
わ
ゆ
る
三
代
式
が
あ

っ
た
が
、
完
存
す
る
の
は

『
延
喜
式
』
だ
け
で
、
古
代
史

の
研
究
上
、
極
め

て
価
値
が
高
い
。

『
延
喜
式
』
は
醍
醐
天
皇
の
命
に
よ
り
延
喜
五
年

（九
〇
五
）
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
が
、
作
業

の

本
格
化
は
藤
原
忠
平
の
時
代
で
、
延
長
五
年

（九
二
七
）
に
撰
進
。
こ
の
の
ち
修
訂
作
業
が
行
な
わ
れ

た
が
ね
完
了
し
な
い
ま
ま
康
保
四
年

（九
六
七
）
に
施
行
さ
れ
た
。
律
令
格

の
施
行
細
則
の
網
羅
的
な

集
大
成
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
持
ち
、
と
く
に
公
家
の
世
界
で
は
、
行
事
や
儀
式
、
法
令
研
究
の
典
拠

と
し
て
尊
重
さ
れ
た
。

☆

名

神

ｏ

名

神

祭

名
神
と
は
奈
良

・
平
安
時
代
の
霊
験
に
す
ぐ
れ
た
諸
国
神
社
の
祭
神
の
名
称
を
い
う
。

『
続
日
本
紀
』

の
天
平
二
年

（七
三
〇
）

一
〇
月
二
九
日
の
条
に
、
渤
海
の
進
物
を
諸
国
の
名
神
社
に
奉

っ
た
と
あ
る

府

史
民
俗
研
究
部
会

の
が
初
見
で
あ
る
。
六
国
史
に
は
弘
仁

二
年

（
八

一
一
）
以
降
、
名
神
加
列
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。

な
お
、

『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
は
三
〇
六
座

（
三
二
四
社
）
が

「名
神
大

（名
神
大
社
の
略
）
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
先

の
臨
時
祭

の
条
と
若
干
の
違
い
が
あ
る
。

名
神
祭
と
は
、

こ
れ
ら
朝
廷
が
定
め
た
諸
国
の
名
神
に
対
し
て
臨
時
に
奉
幣
使
を
派
遣
し
て
祈
願
し

た
祭
祀
の
こ
と
。
国
家

の
重
大
時
に
あ
た
り
、
崇
敬
の
厚

い
神
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
。

☆

式

外

社

一
般
に

「
し
き
げ
し
や
」
と
読
む
が

「
し
き
が
い
し
ゃ
」
で
も
よ
い
。

「
式
外
」

「式
外
の
社
」
と

も
表
記
。

『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。
京
都
府
の
石
清
水
八
幡

神
社

の
よ
う
に
二
十

二
社

（伊
勢
神
宮
、
賀
茂
上
下
社
、
平
野
、
稲
荷
、
春
日
、
大
神
な
ど
朝
廷
が
崇

敬
し
た
最
高

の
社
格
を
持

つ
二
十
二
の
神
社
）
に
列
せ
ら
れ
た
神
社
で
も
式
外
社
の
こ
と
が
あ
る
。

式
内
社
は
当
時

の
神
社

の
ご
く

一
部
に
過
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
例
え
ば
、
や
や
時
代

下
る
が
、
本
郷
町

の
楽
音
寺
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た

「安
芸
国
神
名
帳
」
が
伝
わ

っ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
実
に

一
八
七
社
も
の
神
社
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
備
後
国
で
も
大
差
は
な

か

っ
た
だ
ろ
う
。

★

備

後

の

式

内

社

備
後
の
式
内
社
は
別
図

・
別
表

（図
と
写
真
は

『
式
内
社
の
研
究
』
か
ら
転
載
、
表
は

『
広
島
県
史
』

古
代
中
世
通
史
編
に
所
載

の
も
の
）
の
と
お
り

一
七
社

（
一
七
座
）
あ
る
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
備
後
国
に
は
名
神
社
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
大
社
が

一
社
も
な
く
、
国
幣

の
小
社
ば

か
り
で
あ
る
こ
と
が
特
色
だ
ろ
う
。
そ
の
分
布
に
つ
い
て
は
神
石
郡
を
欠
い
て
い
る
い
る
の
と
、
沼
隈

１

郡
に
三
社
数
え
る
ほ
か
は
、
各
郡
に

一
社
な
い
し
は
三
社
所
在
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
安
芸
国
は
佐
伯
郡
速
谷
神
社
、
同
伊
都
岐
島
神
社
お
よ
び
安
芸
郡
の
多
家
神
社
の
三

社
の
み
だ
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
大
社

（速
谷
神
社
は
官
幣
、
他

三
社
は
国
幣
）
で
あ
り
、
し
か
も
名

神
祭
に
あ
ず
か

っ
て
い
る
。

備
後
国

一
七
座
は
全
国
平
均
よ
り
も
か
な
り
下
回
る
が
、
国
内
に
ま
ん
べ
ん
な
く
分
布
し
て
お
り
、

全
て
が
国
幣
小
社
と
い
る
の
は
珍
し
い
。　
一
方
安
芸
国
の
三
座
は
薩
摩
の
二
座
に
次
ぐ
少
な
さ
で
、
小

国
志
摩
と
同
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
全
て
が
名
神
大
社
と
い
う
の
は
他
国
に
例
が
な
く
、
備
後
国

と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
備
後

・
安
芸
の
こ
う
し
た
対
照
に
つ
い
て
、
安
芸
に
は
官
社
が
少
な

い
の
で
全
て
を
名
神
大
社
と
し
、
備
後
を
す
べ
て
小
社
に
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
取

っ
た
と
い
う
考
え
も
あ

る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
同
じ
隣
国
の
出
雲
は

一
八
七
座
、
石
見
も
三
四
座
で
あ
り
、

壱
岐

・
対
馬
の
島
で
あ

っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
二
四
座

・
二
九
座
と
備
芸
両
国
を
上
回
り
、
大
和
や
伊
勢
に

い
た

つ
て
は
二
百
数
十
座
を
数
え
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
式
内
社
の
指
定
が
国
別
の
均
衡
と
は
無
縁
で

あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
神
を
祀
る
の
は
人
で
あ
る
。
そ
の
集
団
が
斎
き
祀
る
神

の
位
階
が
、
中
央
と
の
関

係
を
あ
る
程
度
表
わ
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

つ
ま
り
、
地
方
の
神
社
の
中
央

へ
の
関
係
が
、
そ
の
神

を
祀
る
在
地
の
豪
族

へ
の
働
き
か
け
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
だ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に

在
地
郷
続
と
権
門
と
の
間
に
私
的
な
保
護

・
被
保
護
の
関
係
に
入

っ
て
い
く
事
情
や
、
在
地
勢
力
の
交



替
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

☆

国

史

現

　
（
見

）
在

社

六
国
史

（
『
日
本
書
紀
』

『
続
日
本
紀
』

『
日
本
後
紀
』

『
続
日
本
後
紀
』

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』

『
三
代
実
録
』
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
神
社

の
こ
と
を

「
国
史
現

（見
）
在
社

（
こ
く
し
げ
ん

（け
ん
）
ざ

い
し
ゃ
）
」
と
い
う
。

備
後
国
の
国
史
現
在
社
は
別
表

（
『
広
島
県
史
』
古
代
編
所
載
）
の
と
お
り
七
座

（
七
社
）
あ
り
、

そ
の
う
ち
式
内
社
は
三
座

（三
社
）
で
あ
る
。

神
社
と
寺
院
は
、
本
来
的
に
は
国
家
や
人
間
に
よ

っ
て
崇
敬
さ
れ
る
対
象
で
あ

っ
た
。
神
田
や
寺
田

が
版
田
収
授

の
対
象
と
さ
れ
ず
、
租
税
を
納
め
な
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
り
、
寺
社
に
対
す
る
朝
廷
の

土
地
寄
進
も
施
入
で
あ

っ
て
賜
田
で
は
な
く
、
聖
武
天
皇
が
東
大
寺
大
仏
に
向
か

っ
て

「
三
宝

の
奴
」

と
し
て
仕
え
奉
る
と
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
律
令
国
家
前
期

で
は
社
寺
は
親
王
や
王

臣
と
違

っ
て
位
階
に
叙
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
律
令
制
中
央
集
権
の
理
念

の
進
展
に
つ
れ
て
、
地
方

の
神

々

（換
言
す
れ
ば
そ
の
神
々

を
斎
き
祀
る
人
間
集
団
の
精
神
世
界
）
を
支
配
の
も
と
に
置
く
と
い
う
観
念
を
生
む
に
い
た

っ
た
。
律

令
制
は
時
代
の
推
移
と
と
も
に
そ
の
制
度
が
破
綻
し
て
い
く
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
に
は
そ
れ
ゆ

え
に
こ
そ
、
観
念
的
に
は
神
社
を
中
央
支
配
の
も
と
に
置
く
思
想
が
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
神
位
制
度
が
発
生
し
、
祭
祀
を
担
当
す
る
当
事
者
も
そ
れ
を
中
央
と
の
結
び

つ
き
の
強
化
と
考
え
、

光
栄
と
感
ず
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
の
天
平
勝
宝
元
年

（
七
四
九
）
に

「
（宇
佐
）
八
幡
大
神
に

一
品
を
授
け
…
」
と
あ
る

の
が
神
位
の
初
見
だ
が
、
こ
の
場
合
そ
の
趣
旨
は
、
大
仏
造
営
に
関
連
し
て
お
り
、
神
そ
の
も
の
よ
り

も
神
官
ら
を
遇
す
る
特
別
措
置
と
解
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
に
入
る
と
、
地

方
の
神
々
を
官
社
に
列
し
た
り
、
名
神
と
し
て
奉
幣
し
た
り
、
神
位
を
授
け
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

国
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
従
五
位
下
以
上
の
神
位
に
叙
さ
れ
た
ば
あ
い
の
み
だ
が
、
国
史
記

載
さ
れ
て
い
な
い
神
々
に
も
六
位
以
下
の
叙
位
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
は
、

『
日
本

文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
元
年

（
八
五

一
）
の
、
天
下
六
位
以
下
無
位
神
々
に
対
し
て

一
律
に
正
六
位
を

叙
す
る
、
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
従
来
も
六
位
以
下
や
無
位

の
神
々
が
多
数
存
在
し
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
中
央
の
理
念
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
無
名
の
社
に
も
位
を
授
け
て
国
家
統

治
の
も
と
に
置
く
こ
と
を
推
進
し
た
画
期
と
い
え
る
。

表
を
見
る
と
、
安
芸
国
は
佐
伯
郡

・
安
芸
郡
を
中
心
に
有
力
な
神
社
が
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

神
社
を
指
示
す
る
勢
力
が
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
大
化

以
前
か
ら
の
阿
岐
国
造
や
佐
伯
氏
が
な
ど
の
有
力
集
団
が
律
令
時
代
に
な
お
そ
の
影
響
を
残
し
て
い
る

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
備
後
国
で
は
特
に
有
力
な
神
社
が
な
く
、
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら

の
信
仰
を
支
え
る
有
力
氏
族
も
な
く
、
弱
小
氏
族

の
群
立
し
て
い
る
状
態
が
う
か
が
え
る
。

上
Ｘ

福
釈

ル
肛

鮨
脳

書
棋

鮨
脂

（す
さ
の
お
の
）
抽
響

＝
性

。
現
社
名
　
素
盛
鳴

（す
さ
の
お
）
神
社

　

・
所
在
地
　
芦
品
郡
新
市
町
戸
手
字
天
王

当
社
は
神
谷
川
が
芦
田
川
に
合
流
す
る
東
側
に
東
面
に
鎮
座
す
る
。
当
地
の
旧
称
を
品
治
郡
江
熊
郷

戸
手
村
江
熊
と
い
う
。

・
祇
園
社
と
し
て

当
社
は
備
後
国
三
祇
園
の

一
つ
の
数
え
ら
れ
、

「
牛
頭
天
三
社
」

「
天
三
社
」

「祇
園
社
」

「
祇
園

牛
頭
天
王
社
」
な
ど
と
称
し
た
。
明
治
元
年

（
一
八
六
七
）
の
福
山
藩
の
式
内
社
調
査
に
よ

っ
て
、

式
内
社

「
須
佐
能
衰
能
神
社
」
と
論
定
さ
れ

（
「
天
王
社
此
度
取
吟
式
内

の
神
社
に
相
違
無
之
に
付

神
脱
相
改
め
素
表
鳴
神
社
と
被
仰
出
候
」
天
Ｉ
寺
光
純

の
日
記
）
、
現
称

の

「素
盛
鳴
神
社
」
に
改

め
た
。　
一
般
的
に
は

「
戸
手
の
天
王

（ま
た
は
祇
園
）
社
」
、
地
元
で
は

「天
王
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。

・
疫
隅

の
国
社
と
し
て

ま
た
、
当
社
は
鎮
座
地

の
旧
称
が

「
江
熊

（え
の
く
ま
ご

で
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

『
備
後
国
風
土

記
』
逸
文
記
載
の

「疫
隅
の
国
社

（え
の
く
ま
の
く
に

つ
や
し
ろ
ご

に
も
比
定
さ
れ
て
い
る
。

・
問
題
点

「
須
佐
能
衰
能
神
社
」
が
深
津
郡
所
属
と
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
当
地
は
旧
品
治
郡
内
で
あ

っ
た
こ

と
で
、
こ
の
神
社
を
否
定
す
る
説
も
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
は
次

の
と
お
り
。

①
天
神
社

（
旧
称
素
蓋
鳴
神
社
）
　

福
山
市
蔵
王
町
天
神
前
三
〇
五
六
　
　
　
　
　
『
福
山
市
史
』

②
素
蓋
鳴
神
社
　
深
安
郡
神
辺
町
上
御
領
六
〇
二
　
　
　
　
　
当
社
自
ら

「神
社
明
細
書
」
を
提
出

③
王
子
神
社
　
福
山
市
東
深
津
町
五
丁
目
三
二
〇
五
　
　
　
　
　
　
　
志
賀
剛

『
式
内
社

の
研
究
』

こ
れ
に
対
し
、
青
野
春
水
氏
ら
は

「
往
古
此
辺
ま
で
深
津
郡
な
り
し
」
と
い
う

『
備
陽
六
郡
志
』
の

一
節
や
、
当
社
所
蔵

の
磐

霧
じ
に
あ
る
銘
文

「
」
備
後
国
深
津
郡
江
熊
牛
頭
天
三
社
再
興
之
事
、
依

瑞
想
天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
四
月
十
日
始
、
同
廿
日
成
就

（後
略
ご

根
拠
に
当
社
が
式
内
須
佐
能

哀
能
神
社
に
比
定
で
き
る
と
し
て
い
る
。

☆
蘇
民
将
来
伝
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（東
洋
文
庫
版

「備
後
国
風
土
記
逸
文
」
吉
野
裕
訳
）

備
後

の
国
の
風
土
記
に
い
う

―
―

疫
隅

の
国
社
。
昔
、
北
の
海
の
お
い
で
に
な

っ
た
武
塔

の
神
が
、

南

の
海

の
女
子
を
求
婚

（
よ
ば
い
）
に
出
て
い
か
れ
た
と
こ
ろ
が
、
日
が
暮
れ
た
。
そ
の
と
こ
ろ
に

将
来
兄
弟

の
二
人
が
住
ん
で
い
た
。
兄
の
蘇
民
将
来
は
ひ
ど
く
貧
し
く
、
弟
の
将
来
は
富
み
、
家
と

倉
が

一
百
あ

っ
た
。
こ
こ
に
武
塔
の
神
は
宿
を
借
り
た
が
、
惜
し
ん
で
貸
さ
な
か

っ
た
。
兄
の
蘇
民

将
来
は
お
貸
し
申
し
上
げ
た
。
そ
し
て
粟
柄

（粟

の
茎
）
を
も

っ
て
御
座
所
を
造
り
、
粟
飯
な
ど
を

も

つ
て
饗
応
し
た
。
さ
て
終
わ

っ
て
お
出
ま
し
に
な
り
、
数
年
た

っ
て
八
柱

の
子
供
を

つ
れ
て
帰

っ

て
き
て
仰
せ
ら
れ
て
、

「
私
は
将
来
に
お
返
し
を
し
よ
う
。
お
ま
え
の
子
孫
は
こ
の
家
に
在
宅
し
て

い
る
か
」
と
問
う
た
。
蘇
民
将
来
は
答
え
て
申
し
上
げ
た
。

「私
と
こ
の
妻
が
お
り
ま
す
」
と
。
そ

こ
で
仰
せ
ら
れ
る
に
は
、

「
茅
の
輪
を
腰
の
上
に
着
け
さ
せ
よ
」
と
。
そ
こ
で
仰
せ
の
ま
ま
に
着
け

さ
せ
た
。
そ
の
夜
、
蘇
民
将
来
の
女

の
子

一
人
を
の
こ
し
て
、
全
部
こ
と
ご
と
く
殺
し
ほ
ろ
ぼ
し
て

し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
仰
せ
ら
れ
て
、

「私
は
速
須
佐
雄

の
神
で
あ
る
。
後

の
世
に
疫
病
が
は
や

っ
た

ら
、
蘇
民
将
来

の
子
孫
だ
と
い
っ
て
、
茅
の
輪
を
腰
に
着
け
た
人
は
免
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
。
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備

所
在
郡
名

安
那
郡ｊ

郡

沼
隈
郡

同同品
治
郡

葦
ＩＩＩ
郡

同甲
奴
郡

三
上
部

後

国

多
郡
伊
奈
太
伎
佐
耶

布
都
神
社

天
別
豊
姫
神
社

高
諸
神
社

沼
名
前
神
社

多
理
比
理
神
社

国
高
依
彦
神
社

蘇
羅
比
古
神
社

爾ニ

比ヒ

都ツ

売メ

神
社

須ス

佐 ,

能ノ

菫
フ

能′

ネ,
社

比ヒ

古 ,

佐 '
須ス

伎十

利l

社

′てカ

武ニ

奈ナ

lliliビ

ネ11
ネL

意′

力llカ
美 (

ネ‖
社

広
島
県

（備
後
国
・安
芸
国
）
の
式
内
社

三
〇
社

/Jヽ/1ヽ′」ヽ/1ヽ/Jヽ

安
那
郡
山
野
村
原
谷

（福
山
市
加
茂
町
山
崎
ン
粧
あ
り
、
・
ヒ古
珠
盤
穴
宮

イと
称
け
Ъ

社
こ
れ
な
り
と
い

う
。
祭
神
不
詳
な
れ
ど
も
、
「
国
造
本
紀
」
下
道
国
造
祖
兄
彦
命
、
亦
名
稲
建
別
と
あ
り
、
「
古
事
記
』

尾
張
連
之
祖
、
建
伊
奈
陀
宿
祠
が
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
か
の
祖
神
と
し
て
子
孫
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

安
郵
郡
川
北
村
に
あ
り
、
も
と
海
域
が
入
込
ん
で
い
る
海
浜
に
臨
ん
で
い
た
が
、
朝
山
氏
築
城

の
と

き
、
守
護
神
と
し
て
黄
葉
山
に
移
し
た
と
伝
え
る
。
祭
神
は
豊
玉
姫
命
、
記
紀
に
海
蛇
神
で
彦
火
々
出

見
尊
の
室
と
な
る
神
話
が
あ
る
。

「
備
後
国
風
土
記
逸
文
」
に
い
う
素
義
鳴
尊
を
祭
る
疫
隅
社
で
あ
る
と
い
う
。
『福
山
市
史
』
は
福
山
市

蔵
工
町
に
あ
り
と
す
る
。
他
に
安
那
郡
法
成
寺
村
古
江
木

（福
山
市
駅
家
町
法
成
寺
）
須
佐
能
東
神
社

説
が
あ
る
が
、
法
成
寺
村
は
安
那
郡
で
深
津
郡
で
な
い
。
ま
た
品
治
郡
戸
出
村
、
江
熊
牛
頭
天
王
社

（素
義
鳴
神
社
）
を
あ
て
る
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
郡
名
に
難
が
あ
る
。

奴
可
郡
久
代
村

（比
姿
郡
西
城
町
）
高
野
権
現
を
ニ
ヒ
ツ
山
と
も
称
し
た
と
い
う

（コ
バ
藩
通
志
し
。

の
ち
西
城
町
に
て
こ
れ
を
祭
る

（同
上
）。
す
な
わ
ち
当
社
の
由
緒
を
惜
し
み
、
町
内
の
厳
島
神
社

に

勧
請
し
て
い
た
が
、
文
化
年
中
別
に
爾
比
都
比
売
神
社
を
建
立
し
た

（
旧

『
広
島
県
史
』
二
社
寺
志

七

一
頁
）。

齢

¨
畔
翻
蠍

醍

れ
『
け
脚

抑
綺
”
れ
森

墾

製

難

命
で
あ
る
と
す
る
。
国
史
現
在
社
で
も
あ
る
。

も
と
沼
隈
郡
後
地
村

（福
山
市
柄
町
）
の
渡
守
大
明
神
、
祭
神
船
玉
命
。
は
じ
め
輌
町
西
町
に
鎮
座
す

る
を
、
慶
長
四
年

（
〓
究
）
八
月
、
後
地
村
に
移
し
、
貞
事
二
年

（
栞
全
）
水
野
氏
再
建
の
と
き
草
谷

に
移
し
、
明
治
四
年
五
月
、
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
同
九
年
七
月
、
同
所
紙
園
社
本
段
に
移
る
。
福

山
市
納
町
草
谷
鎖
座
。
渡
守
神
を
本
殿
に
、
素
姜
鳴
尊
を
相
般
に
奉
斎
す
る
。

沼
隈
郡
諫
山
郷
長
和
村
彦
山

（福
山
市
瀬
戸
町
長
和
）
に
あ
り

（小
田
県
式
社
明
細
書
）
。
神
名
帳
考

証
の
話
本
、
祭
神
を
孝
霊
天
皇
の
皇
子
彦
狭
島
命
に
擬
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
命
は
海
部
直

ら
の
祖
で
あ
り
、
現
地
は
古
代
に
は
付
近
ま
で
海
域
で
あ
っ
た
か
ら
、
吉
備
海
部
直
ら
の
祖
神
を
祭
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

品
治
郡
宜
山
村
上
山
守

（福
山
市
駅
家
町
）
八
幡
神
社
は
相
殿
に
多
理
比
理
神
社
を
祭
る
と
い
う
。
多

理
比
理
神
社
は
建
武
ご
ろ
ま
で
小
丸
神
山
に
あ
っ
た
が
、
社
殿
破
れ
て
延
元
元
年

（
〓
長
）
八
月
八
幡

神
社
に
合
記
さ
れ
た
と
い
う

（旧

『
広
島
県
史
」
二
―

一
八
六
頁
）。
度
会
延
経
は
息
長
帯
比
売
を
祭

神
と
し
、
伴
信
友
は
多
理
比
理
は
多
理
比
売
の
誤
写
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
吉
備
品
遅
君
の
祖
息
長
日
子

工
の
ターーー
が
息
長
帯
姫
で
あ
る
と
い
う

『
古
事
記
』
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
八
幡
神
社
は
近
年
廃
社
と

な
り
、
新
市
町
官
内
古
備
津
神
社
の
境
内
社
と
な
る
。

声
田
部
出
口
村

（府
中
市
出
口
町
）
に
三
室
山
甘
南
備
社
あ
り
、
国
史
現
在
社
で
も
あ
る
。
祭
神
は
神

魂
命
千
あヽ
ろ
う
と
も
い
う
。
平
安
初
期
以
前
出
雲
国
美
保
関
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
、
水
野
氏
よ
り

御
供
料
田
お
よ
び
山
林
等
を
寄
進
さ
れ
る
。

は
じ
め
声
田
郡
藤
尾
村

（声
品
郡
新
市
町
藤
尾
）
に
鎮
座
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
の
ち
同
村
字
父
尾
の
高

籠
神
社
の
相
段
に
祭
っ
た
と
い
う
。
文
永
三
年

（
三
交
）
国
高
依
彦
を
市
町
に
分
祭
、
市
町
大
明
神
と

称
し
、
寛
正
三
年

（
面
奎
）
焼
亡
し
た
の
で
、
も
と
の
高
饉
社

（龍
三
社
）
に
復
し
た
と
い
う
。
度
会

延
経
は
高
諸
神
社
と
同
じ
く
高
魂
命
を
祭
神
と
す
る
と
い
う
。

甲
奴
郡
稲
草
村
伊
賀
美
谷

（総
領
町
稲
草
）
に
鎮
座
。
オ
カ
ミ
は
す
な
わ
ち
縦
で
水
神
で
あ
る
。
の
ち

吉
備
津
彦
神
を
合
祀
し
て
社
号
を
意
加
美
吉
備
津
彦
神
社
と
称
し
た
が
、
明
治
初
年
旧
号
に
復
し
た
。

三
上
部
本
村

（庄
原
市
本
村
町
）
に
あ
り
、
位
置
は
鍬
崎
山
の
麓
を
占
め
、
古
来
当
部
総
産
土
神
の
称

が
あ
る
。
蘇
羅
比
古
の
名
は
度
会
延
経
に
よ
れ
ば
大
入
洲
霊
と
し
洲
襲
の
霊
か
と
い
っ
て
い
る
。
し
か

し

『
日
本
書
紀
』
神
代
下
、
海
宮
雌
幹
卜
書
説
に
海
神
宮
の
娘
豊
玉
姫
が
宮
の
井
戸
の
傍
ら
で
彦
火
々

出
見
尊
を
発
見
し
、
こ
れ
妙
美
の
虚
空
彦
と
い
う
者
か
と
い
っ
た
神
話
が
あ
り
、
天
と
地
の
中
間
の
男

神
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

恵
蘇
郡

御
調
郎

世
経
郡

三
飾
郡

二
次
郡

所
在
郡
名

佐
伯
郡

安
　
普な
　
国

安
芸
郡

多
家
神
社

賀力  多 ,
羅ラ   加カ
麟1カ   意す
波^   腺カ
神   美ヽ
社   神

社

和ワ

健重
,

1ヒヒ

売メ

タ伊
:L

知
波
夜
比
古
神
社

知 ,

波‐

夜ヤ

比
ヒ

売メ

村l

社

速
谷
神
社

伊
都
伎
島
神
社

社

　

格

名
神
大

月
次

ヽ
新
嘗

名
神
大

/1ヽ」ヽ/」ヽ
名
神
大

椰韓轟い中一い一暮軸砕『大ろ‐コ̈一一嚇け雑鰤̈
一一つけ］」な構鸞晦縛度はな」「顧赫

『一『̈一『一』一一一韓̈｝中聟］』鋳̈け一印は一中疇一一一「警〔け静摯』』精

］̈̈一い一ヽ一囀̈峙り一̈一̈一一一一一”『̈一特一一一一一融』恭呻中響【い絲

年】つに一「］」中本′、三中一］〕一一一『紺『中一一̈
中一『『一一［赫〕社社（一摯̈埼時

治
簿
年
神
紙
省
の
指
揮
に
よ
り
、
高
杉
の
方
を
式
内
社
と
し
た
。
「
国
造
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
物
部
連

の
社
出
鎮
色
大
臣
命
五
世
孫
に
知
波
夜
命
が
あ
り
、
成
務
朝
に
参
海
国
造
に
任
し
た
と
あ
る
。
物
部
違

は
近
畿
以
西
西
日
本
社
蟻
居
し
た
先
住
強
大
種
族
で
あ
り
、
そ
の
一
氏
族
の
知
波
夜
命
が
簡
霧
系
の
神

と
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

二
次
郡
下
布
野
村

（
双
三
郡
布
野
村
下
率
野
）
率
野
山
に
鎮
座
。
も
と
姫
嶽
に
あ

っ
た
が
社
宇
破
損
か

つ
焼
失
し
、
つ
い
に
寛
政
十
二
年

（
天
８
）
高
尾
山
八
幡
宮
に
合
祀
し
、
つ
い
で
そ
の
背
後
に
仮
殿
を

建
て
た
と
い
う
。
ｒ
パ
藩
通
志
』
に
よ
れ
ば
、
旧
地
を
官
ノ
壇
と
称
し
、
い
ま
に
神
木
あ
り
、
そ

の
近

辺
に
千
早
垣
内
と
よ
ぶ
地
あ
り
と
い
う
。
物
部
連
の
子
孫
で
出
雲
系
の
知
波
夜
命
と
相
並
ん
で
夫
婦
神

と
み
な
さ
れ
る
。

月
次

・
新
嘗
に
幣
鳥
を
受
け
る
の
は
官
幣
に
預
か
る
名
神
大
社
を
意
味
す
る
。
嬰
治
以
前
は
速

田
大
舞
製

，
逮
猥
神
社
と
も
い
い
、　
ハ
ヤ
タ
ニ
と
も
発
音
し
た
と
い
う
。
「
安
芸
簡
神
名
帳
考
』

（安
永
八
年
二
月
荒
本
田
経
雅
奥
書
、
松
岡
経
平
著
、
神
紙
全
書
五
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
御
神

体
は
自
然
の
大
石
で
、
多
支
津
比
畔
命
を
祭
る
と
い
い
、
僅
言
に
厳
島

の
お
ば
神
と
い
う
。

『
芸
機
風
主
記
』
の
飽
速
玉
命
説
を
可
と
す
る
。
佐
伯
郡
十
日
市
覇
上
平
良
鎮
座
．

た
ん
に
名
神
大
と
あ
る
の
は
祈
年
祭
に
国
幣
に
預
か
る
名
神
大
社
を
意
味
す
る
。
推
古
天
皇
の

期
に
佐
伯
蔵
本

（蔵
元
、
鞍
職
と
も
）
厳
島
三
笠
浜
に
当
社
を
創
建
す
と
伝
え
る
。
そ
の
の
ち

平
家
が
氏
神
に
準
じ
て
崇
敬
し
た
こ
と
は
本
編
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
祭
神
は
本
来
は
伊
都
伎

島
姫
で
あ
り
、
鐵
史
に
現
わ
れ
る
中
子
天
神
と
宗
方
小
専
神
と
を
合
わ
せ
て
三
女
神
と
し
て
三

座
を
鎮
座
し
た
よ
う
で
あ
る
。
佐
伯
郡
官
島
町
三
笠
浜
鎮
座
．

祈
年
祭
に
国
幣
に
預
か
る
名
神
大
社
で
あ
る
。
そ
の
訓
も
タ
ケ
、
オ
ホ
イ
ヘ
、
オ
ホ
ノ
ミ
の
二

説
が
あ
る
が
、
タ
ケ
が
穏
当
で
あ
る
。
そ
の
鎮
座
地
に
つ
い
て
は
古
来
諸
説
が
あ
る
が
、
安
芸

愁
府
中
村
松
崎
八
蛾
神
社
の
境
内
社
た
け
い
社
が
そ
の
遺
名
で
あ
る
と
す
る
説

（『
芸
藤
連

志
し
、
ま
た
は
河
町
の
惣
社
は
多
家
神
社
に
営
ま
れ
た
と
の
説

（『安
芸
国
神
名
帳
考
』
が
有

力
で
あ
る
。
惣
社
は
国
内
の
神
社
を
ま
と
め
て
祭
祀
し
、
職
藩
が
各
社
巡
拝
の
手
数
を
略
し
た

も
の
と
い
う
。
明
治
初
年
両
社
の
間
に
相
齢
轟
り
、
結
局
明
治
四
年
両
社
を
と
も
に
廃
祀
し
、

再
社
の
中
間
地
点
で
埃
官
伝
説
地
で
あ
る
誰
曾
の
森
に
お
い
て
、
明
治
七
年
四
月
多
家
神
社
を

創
祀
し
た
。
祭
神
は
古
来
、
大
己
責
命

・
素
義
鳴
尊

・
神
日
本
磐
余
彦
命

（神
武
天
皇
）
と
い

わ
れ

（『
安
芸
国
神
名
帳
考
し
、
今
日
主
神
は
神
武
天
皇
で
あ
る
。
安
芸
郡
府
中
町
上
宮
町
鎮

庄
。
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天
別
豊
姫
脚
晨

1

多′

;穣
:

奈ナ

太′

伎キ

佐サ

IIЬ
ヤ

看jフ

詐
鷹11

3

須ス

佐サ

能

ノ

衰フ

育LL′
F中

祀

越

比
都
賣
紳
祀



6

メЙ引メ

ナ名ナ

ζttt;

斤|ll

刑:

５

昔口　
諸
　
紳

７

比
古
佐
酒
伎
紳
祀

８

多

理
比
理
神
祀



10

ク園ι

;高 ;

依

彦

斤:|:

五li

9

賀カ

武ム

奈ナ

備 ;
斤11
屁L

11

イ意オ

カ‖カ

美ミ

廂ll

祗

(箸 計 力L)



14

カ ロ

カ

羅

ラ

カΠ。

波
ハ

nト

所士

13

′
多
ダ

;響
|

力‖
夫
廂||
瀬L

15

和ワ

理リ

士ヒヒ

買 ;
llllll

llli

(Wi羅 郡田:羅町の和理比質紳祀1)

7

(同 上 )



16

ヶnチ

波 ^

夜ヤ

士ヒヒ

古コ

JTil11

祀

12

〔|サ|:ソ

維・

上ヒヒ

T!f;

'lillIサlll:

(双三郡二良坂町の知波夜比吉
=,駐
)

(圧原市本村町の蘇羅比古神泄)

(EE原市高町の蘇羅比占紳ll)
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17

知チ

波ハ

夜ヽ

士ヒヒ

lij

刷I

薫L

大
歳
神

神
田
神

天

昭
¨
真
良
建
雄
神

甘
南
備
神

高
諸
神

天
別
豊
姫
神

広島県 備後国・安芸動の国史現在社 22社

伊イ

都′

岐・
島イ
神

1国

｛ヌ
　
　
十六

伊
都
岐
島
宗
形
小
専
神

楓

槙
神

風
伯
神

1司  ず1
観

〇

〇

弘
ｔ
ｉ
、
　

七
、

山
赳
元
、
　

Ｉ
、

人
観
九
、　
一
〇
、

弘
仁
二
、
　

七
、

貞
観
元
、
　

正
、

貞
観
九
、　
一
〇
、

Ａ
観
元
、
　

正
、

貞
観
元
、
　

三
、

山
観
五
、　
一
〇
、

点
観
九
、　
一
〇
、

1司  1司元
慶
七
、

↑
一代
）

（後
紀
）

（
三
代
）

舎
一代
）

（後
紀
）

Ｃ
一代
）

３
一代
）

↑
一代
）

２
一代
）

正
六
位
上
↓
従
五
位
下

正
六
位
上
↓
従
五
位
下

Ｉ
六
位
上
↓
従
五
位
下

正
六
位
上
―
従
五
位
下

従
五
位
上
Ｉ
Ｉ
五
位
下

Ｉ
７‐‐
位
下
―
正
五
位
上

従
五
位
上
―
正
五
位
下

従
五
位
下
↓
従
五
位
上

無
位
―
従
五
位
下

内
　
　
　
容
　
　
　
一

名
神
例
兼
四
時
幣
に
預
か
る
一

従
五
位
上
―
従
四
位
下
　
　
一

御
回
い
い
］
』
脚
］
」
か
る
一

正
五
位
下
↓
従
四
位
下
　
　
一

従
四
位
下
―
従
四
位
上
　
　
一

従
五
位
下
↓
従
五
位
上

正
六
位
上
↓
従
五
位
下

正
六
位
上
―
従
五
位
下

正
六
位
上
―
従
五
位
下

正
六
位
上
―
従
五
位
下

正
六
位
上
―
従
五
位
下

正
六
位
上
―
従
五
位
下

従
五
位
上
↓
正
五
位
下

正
六
位
上
↓
従
五
位
上

正
六
位
上
↓
従
五
位
下

正
六
位
上
↓
従
五
位
下

正
六
位
上
↓
従
五
位
下

佐
伯
郡
上
平
良
村

（佐
伯
郡
十
日
市
町
上
平
良
）、

式
内
社

佐
伯
郡
宮
島
村

（佐
伯
郡
宮
島
町
）、
式
内
社

安
芸
郡
府
中
村

（安
芸
郡
府
中
町
）、
式
内
社

安
芸
国
神
名
帳
、
山
方
郡
二
位
大
麻
明
神

安
芸
国
神
名
帳
、
賀
茂
郡
五
位
天
照
明
神

『
芸
藩
通
志
』
府
中
村
図
に
水
分
明
神
あ
り

安
芸
国
神
名
帳
、
国
府
二
位
天
磐
門
別
明
神

安
芸
国
神
名
帳
、
沼
田
郡
三
位
有
屋
明
神

安
芸
国
神
名
帳
、
国
府
正
三
位
阿
芸
津
彦
明
神

安
芸
国
神
名
帳
、
豊
田
郡
四
位
生
石
明
神
、
コ
´
藩
通

志
』
府
中
村
生
石
子
神
社

安
芸
国
神
名
帳
、
国
府
従
三
位
宗
方
小
専
明
神

安
芸
国
神
名
帳
、
国
府
正
三
位
樹
棋
明
神
、
響
パ
藩
通

志
』
府
中
村
の
内
山
田
杉
ノ
森
に
神
石
あ
り

安
芸
国
神
名
帳
、
安
南
郡
四
位
風
伯
明
神

備

　

　

　

　

考

小
田
県
式
社
明
細
書
、
品
治
郡
今
岡
村
小
池
谷

（福

山
市
駅
家
町
宜
山
）

小
田
県
式
社
明
細
書
、
安
那
郡
山
野
村
大
谷

（福
山

市
加
茂
町
山
野
）

倭
名
抄
、
品
治
郡
神
田
郷
向
永
谷
村

（福
山
市
駅
家

町
）
に
神
田
八
王
子
社
あ
り
、
の
ち
神
田
神
社

倭
名
抄
、
沼
田
郡
真
良
郷

（
三
原
市
高
坂
町
真
良
）

は
往
古
備
後
国
に
属
し
た
か

声
田
郡
出
口
村

（府
中
市
出
口
町
）
に
神
南
備
明
神

あ
り
、
国
府
に
近
し
、
式
内
社

沼
隈
郡
今
津
村

（福
山
市
今
津
町
）
剣
大
明
神
と
い

，ヽ
、
『福
山
志
料
』
は
こ
れ
を
不
可
と
い
う
、
式
内
社

安
那
郡
川
北
村

（深
安
郡
神
辺
町
川
北
）
、
海
神
で
も

と
網
付
に
あ
り
、
の
ち
黄
葉
山
上
に
移
る
、
式
内
社

御
調
郡
中
庄
村

（
因
島
市
中
庄
町
）
に
隠
島
神
社
あ

り
、　
一
説
に
田
熊
の
亀
甲
山
八
幡
神
社
境
内
社
東
明

神
社
な
り
と
い
う
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（国
史
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一
　

　

内
　
　
　
容




